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近年，生活環境や感染症予防の進歩により家庭犬の寿
命が延びたことに伴い，腫瘍性疾患の発生も多くなって
きた．人では，国勢調査などの基礎データを基に各種疾
患の疫学研究などが進んでおり，人のがん登録もがん予
防をする上で重要な役割を担っている．
一方，家庭犬では住民票や戸籍が存在しないため，正
確な飼育頭数を把握することができず［1］，唯一公式な
データとして狂犬病予防注射の登録しか存在しない．厚
生労働省公表の平成 25 年度各都道府県の狂犬病予防注
射実施率は 93.5～49.6％（岐阜県：79.2％）の幅があ
る上，未登録の可能性もあることから，基礎データとし
ては満足できるものではないが，現状では各都道府県で
の家庭犬の飼育頭数を最も忠実に反映しているデータで
あると考えられる．また家庭犬の疫学的研究は，一部の
ペット保険会社［2］や各獣医大学単位では散発的に行
われているものの，大規模かつ組織的な疫学研究を行う
段階には至っていない．

今回，われわれは家庭犬の疫学研究の第一歩として，
岐阜県での犬腫瘍登録制度を立ち上げ，その登録データ
と自治体の狂犬病予防注射実施に関するデータから，家
庭犬の推定腫瘍発生率を含めた腫瘍の発生状況を調査分
析した．

材 料 及 び 方 法

岐阜県内の犬種別推計飼育頭数：犬種別推計飼育頭数
は現状を最も適切に反映していると思われる狂犬病予防
注射（RV）実施頭数であるが，公式データでは総数の
みで犬種別・雌雄別の飼育頭数は不明である．そこで，
詳細情報を得るために岐阜県内 42 市町村に，犬飼育頭
数に関するアンケート調査を郵送もしくは Eメールで
依頼した．調査対象の犬種は雑種を含む 20 犬種を選出
し（表），平成 25 年度の 20 犬種別の飼育頭数を調査し
た．飼育頭数データから，雌雄別並びに犬種ごとの頭数，
雌雄別の年齢を抽出し，犬種ごとの飼育比率及び雌雄別
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要　　　　　約

岐阜県で犬腫瘍登録制度を立ち上げ，平成 25 年度の家庭犬飼育状況，腫瘍発生，粗腫瘍発生率の疫学調査を実施し
た．県内動物病院の 33.6％から届出があり，731 例の解析を行った．飼育頭数（狂犬病注射接種頭数）と推計腫瘍症例
数（調査用紙の回収率）から犬種ごとの粗（悪性）腫瘍発生率を算出し，全体では 1.5％（0.6％）であった．発生率が
高い（P＜0.05）犬種は，ダックスフンド 2.6％（1.3％），シー・ズー2.4％，シュナウザー2.5％（1.4％），パグ 3.8％
（1.9％），ウエルシュ・コーギー3.3％（2.2％），ビーグル 2.2％（1.4％），シェットランド・シープドッグ 3.2％，フレ
ンチ・ブルドッグ 3.2％（1.3％），ラブラドール・レトリバー3.2％（2.5％），ゴールデン・レトリバー2.7％（2.2％），
バーニーズ・マウンテンドッグ 8.2％（7.1％）であった．低い（P＜0.05）犬種はプードル 1.1％（0.3％），チワワ 0.5％
（0.3％），ポメラニアン 0.9％，柴犬 0.7％（0.3％）と雑種 1.0％（0.6％）であった．
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とで偏りを検討した．
腫瘍の良性・悪性比率：犬種ごと（重複症例も含めた
腫瘍数）の良性・悪性腫瘍比率を全症例の比率と比較す
ることで偏りを検討した．
粗（悪性）腫瘍発生率の算出：犬種別の推計腫瘍発生
頭数を「確定診断頭数×補正係数 2.98（腫瘍登録データ
の回収率 33.6％を 100％に換算）」で算出し，犬種別の
補正飼育頭数「RV頭数÷回収率（0.786）÷RV接種率
（0.792）」を母集団として，推定粗腫瘍発生率及び粗悪
性腫瘍発生率を次のように求めた．

粗腫瘍発生率（％）＝ 推計腫瘍発生頭数 

÷補正飼育頭数× 100

粗悪性腫瘍発生率（％）＝ 推計悪性腫瘍発生例数 

÷補正飼育頭数× 100

統計学的分析：JMP11（SAS Institute Japan㈱，東

の年齢分布を算出した．回収したアンケート調査票から
は，ダックスフンド，プードル，シュナウザーは，トイ，
ミニチュア，スタンダードなど正確な犬種名が確認でき
なかったため，犬種名にミニチュアなどの記載はしない
こととした．同様にウエルシュ・コーギーは，カーディ
ガン及びペンブロークの両方をウエルシュ・コーギーと
表記した．
岐阜県での犬腫瘍登録制度：岐阜県獣医師会に所属の
動物病院（岐阜大学動物病院も含む）に平成 25 年度の
腫瘍発生症例の届出票（図 1）による情報提供を依頼し
た．届出票回収は，Eメール，FAXまたは郵送などに
より岐阜大学比較がんセンターに送付する方法で行っ
た．届出票の記載内容をデータベースに入力し，病理検
査結果により確定診断された腫瘍症例のみを抽出し，仮
診断の症例は除外した．
腫瘍症例の年齢比較：確定診断された腫瘍症例（頭
数）の平均年齢を求め，全症例の平均年齢と比較するこ

図 1　岐阜県犬腫瘍登録の届出票
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数が多く，8 歳をピークに減少に転じ，15 歳以上は全
体の 8％であった（図 2）．どの年齢でも雄の飼育頭数が
雌よりもわずかに多く，全体及び雌雄共に平均年齢は
8.4 歳であった．
平成 25 年度における岐阜県の腫瘍登録の全腫瘍登録
頭数は 734 頭，重複症例を含めた腫瘍総数は 803 例で
あった．重複症例は2腫瘍の重複が46例，3腫瘍が10例，
4腫瘍が 1例であった．確定診断ではなく仮診断の症例
が 72 例あり，それらを除いた 731 例（670 頭）で解析を
行った（表）．
岐阜県内の 125 の動物病院（大学附属病院を含む）
のうち 42 の病院（33.6％）から届出があった（1 病院
あたり 1～25 例，平均 14.8 例）．
腫瘍症例を犬種ごとに分析した結果（表），症例数は
雑種，ダックス，柴犬，プードル，チワワの順で多く，
平均年齢は全体で10.5歳，雄 10.6歳，雌 10.5歳となり，
雌雄間の有意差は認められなかった．犬種別の平均年
齢を全犬種の平均年齢と比較すると，ビーグル（12.5
歳），雑種（11.6 歳）は，有意（P＜0.05）に高く，プー

京）解析ソフトを用い，犬種ごとの平均年齢を求めウィ
ルコクソンの順位和検定により全症例の平均年齢と比較
することで偏りを検討し，有意水準 5％未満で有意差あ
りとした．
犬種ごとの良性悪性比率及び粗（悪性）腫瘍率は，解
析用フリーソフト「R」を用い，カイ二乗検定及び残差
分析を実施し，有意水準 5％未満で有意差ありとした．

成　　　　　績

岐阜県内 42 市町村に平成 25 年度の RV実績調査を
行ったところ 33 市町村から回答があり，厚生労働省公
表の RV実施頭数（106,752 頭）の 78.6％に相当する
83,204 頭について詳細な情報が得られた（表）．犬種構
成は，雑種 22.6％，ダックスフンド 13.5％，柴犬
12.2％の 3犬種で家庭犬種の約半数を占め，次いでプー
ドル 8.4％，チワワ 7.6％であり，体格別では，小型犬
が 42.9％を占め，中型犬は 18.1％，大型犬は 4.4％，そ
の他の犬種 12.1％，雑種 22.6％であった（表）．
年齢構成は雌雄共に 8歳までは年齢が高いほど飼育頭

表　岐阜県における犬種ごとの飼育頭数，腫瘍症例の頭数と年齢，及び粗腫瘍発生率

犬　　種
飼育状況 腫瘍症例の年齢 粗腫瘍発生率

飼育頭数 飼育比率 確定診断 
頭数 平均年齢 最若齢 最高齢 腫　瘍 

発生率
悪性腫瘍
発生率

ダックスフンド 11230 13.5％ 156 10.9 2.5 17.8 2.6％ ↑ 1.3％ ↑
プードル 6993 8.4％ 40 8.5 ↓ 2.5 14.2 1.1％ ↓ 0.3％ ↓
チワワ 6321 7.6％ 17 10.1 5.4 15.2 0.5％ ↓ 0.3％ ↓
シー・ズー 2047 2.5％ 26 11.7 7.2 16.1 2.4％ ↑ 0.8％
パピヨン 1968 2.4％ 17 11.3 8.0 15.1 1.6％ 0.7％
ヨークシャー・テリア 1946 2.3％ 17 9.4 4.1 15.0 1.6％ 0.6％
ポメラニアン 1655 2.0％ 8 10.1 7.0 15.3 0.9％ ↓ 0.8％
シュナウザー 1211 1.5％ 16 9.5 3.3 17.9 2.5％ ↑ 1.4％ ↑
マルチーズ 952 1.1％ 8 11.0 7.1 15.6 1.6％ 0.8％
キャバリア・KCS 695 0.8％ 4 10.8 8.4 12.8 1.1％ 0.3％
パ　グ 676 0.8％ 14 8.4 ↓ 4.2 14.0 3.8％ ↑ 1.9％ ↑

小 型 犬 35694 42.9％ 323 2.5 17.9

柴　犬 10149 12.2％ 38 10.3 5.1 14.6 0.7％ ↓ 0.3％ ↓
ウエルシュ・コーギー 1956 2.4％ 35 11.3 6.3 14.8 3.3％ ↑ 2.2％ ↑
ビーグル 1488 1.8％ 18 12.5 ↑ 8.1 15.0 2.2％ ↑ 1.4％ ↑
シェットランド・SD 753 0.9％ 13 11.1 8.6 13.8 3.2％ ↑ 0.7％
フレンチ・ブルドッグ 706 0.8％ 12 7.1 ↓ 2.7 10.1 3.2％ ↑ 1.3％ ↑

中 型 犬 15052 18.1％ 116 2.7 15.3

ラブラドール・R 2346 2.8％ 40 10.5 4.8 13.8 3.2％ ↑ 2.5％ ↑
ゴールデン・R 1110 1.3％ 16 11.0 4.7 14.8 2.7％ ↑ 2.2％ ↑
バーニーズ・MD 182 0.2％ 8 7.7 ↓ 3.1 14.0 8.2％ ↑ 7.1％ ↑

大 型 犬 3638 4.4％ 64 3.1 15.4

雑　種 18775 22.6％ 97 11.6 ↑ 3.0 18.4 1.0％ ↓ 0.6％ ↓
その他の犬種 10045 12.1％ 70 9.8 ↓ 3.2 15.4 1.5％ 0.7％

犬種合計 83204 100.0％ 670 10.5 2.5 18.4 1.5％ 0.6％

↑：全犬種と比べて有意（P＜0.05）に高い．
↓：全犬種と比べて有意（P＜0.05）に低い．
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（0.3％），チワワ 0.5％（0.3％），ポメラニアン 0.9％，
柴犬0.7％（0.3％），雑種1.0％（0.6％）は有意（P＜0.05）
に低かった．

考　　　　　察

一般的な人医療領域での疫学調査は，住民票や国勢調
査などを基本とした住民データが用いられているため，
調査対象となる地域の男女別の人口や年齢構成などが明
らかである．一方，家庭犬では犬種ごとの飼育頭数は不
明であり，流行により人気犬種が盛衰することは知られ
ているが［3］，人と異なりまったく基礎データになるも
のがないため，基礎データを収集する必要があった．今
回，基礎データを収集するために岐阜県内の市町村に
RV実績調査を依頼した結果，犬種及び年齢の情報を含
む新たな疫学的知見が得られた．
海外の報告［4, 5］では大型犬の飼育比率が高く，本
調査で得られた小型犬の飼育比率が 4割を超えているの
は日本の特徴であると考えられる．本調査結果の家庭犬

ドル（8.5 歳），パグ（8.4 歳），フレンチ・ブルドッグ
（7.1歳），バーニーズ・マウンテンドッグ（以下バーニー
ズMD，7.7歳），その他の犬種（9.8歳）は有意（P＜0.05）
に低かった．
良性腫瘍と悪性腫瘍の比率を犬種別に図 3に示した．
全犬種の良性腫瘍の比率は 47.7％，ウエルシュ・コー
ギー，バーニーズMD，ゴールデン・レトリバー（以下
ゴールデン R），ラブラドール・レトリバー（以下ラブ
ラドール R）では全犬種の比率より有意（P＜0.05）に
悪性腫瘍の比率が高かった．プードル，シー・ズー，柴
犬，シェットランド・シープドッグ（以下シェットラン
ド SD）は有意（P＜0.05）に良性腫瘍比率が高かった．
推定粗（腫瘍）腫瘍発生率は，全犬種では 1.5％

（0.6％）であった（表）．これを犬種ごとに全犬種と比
較した場合，ダックスフンド 2.6％（1.3％），シー・ズー
2.4％，シュナウザー2.5％（1.4％），パグ 3.8％（1.9％），
ウエルシュ・コーギー3.3％（2.2％），ビーグル 2.2％
（1.4％），シェットランド SD 3.2％，フレンチ・ブル
ドッグ 3.2％（1.3％），ラブラドール R 3.2％（2.5％），
ゴールデン R 2.7％（2.2％），バーニーズ MD 8.2％
（7.1％）は有意（P＜0.05）に高く，プードル 1.1％

図 3　犬種ごとの良性・悪性腫瘍比率
＊　： 良性比率が全犬種に比べて有意（P＜0.05）に

高い．
＊＊： 悪性腫瘍比率が全犬種に比べて有意（P＜0.05）

に高い．
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図 2　岐阜県で飼育されている家庭犬の雌雄別，年齢別の
飼育頭数分布
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ある．3つ目は，今回のように回収率が十分でない場合
の推計補正にある．ベースとなる犬種ごとの家庭犬飼育
頭数や腫瘍症例登録数が補正数であったため，補正の仕
方で最終値が変動する危険性を含む．また，犬種ごとの
年齢分布も明らかでないため，年齢ごとの層別解析を行
うことができず，特定の犬種に腫瘍多発年齢の症例が集
中している可能性がないのかなど，年齢別犬種別の腫瘍
発生率を解析することができなかった．本調査は，単年
度での集計でしかないため，毎年継続して調査すること
で，犬種ごとの飼育頭数や年齢構成の推移と併せて検討
することが可能になり，上記の問題については徐々に解
決することができると考えている．
稿を終えるにあたり，犬腫瘍登録制度にご協力をいただいた
岐阜県獣医師会及び開業動物病院の先生方に深謝する．また，
試験デザインに関してのアドバイスをいただいた東京農工大学
の林谷秀樹准教授，統計解析手法に関してのご指導をいただい
た動物衛生研究所の山本健久主任研究員に深謝する．
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の年齢分布では 7歳以下の飼育頭数は若くなるほど減少
しており，8年前（平成 17 年）あたりをピークに犬の
飼育頭数そのものが年々減少している実態が明らかに
なった．ただし，1歳以下の飼育頭数が極端に少ないの
は，飼育開始後すぐの RV実施率が低いことも影響して
いる可能性があり，この点は当該世代の RV実施頭数を
今後追跡して明らかにする必要があろう．
人医療での地域がん登録制度は開始から 60 年あまり
が経過して全都道府県にがん登録が整備され，がん予防
や治療に役立っている［6, 7］．海外の動物医療では，
犬猫の各種疾患の発生状況が一つのデータベースに集約
されつつあり，ノルウェーでは，犬のがん登録制度によ
る腫瘍データの集積［8, 9］が行われ，スウェーデンで
は，犬の死因の18％が腫瘍であるとの報告［10］がある．
犬の全腫瘍における悪性腫瘍の比率に関しては，デン
マークの犬の腫瘍データベースでは，診断不明例を除く
腫瘍のうち 46％が悪性であったとの報告［11］があり，
今回の調査結果（悪性 52％）にも類似の傾向が認めら
れた．
今回の調査による岐阜県での粗腫瘍発生率 1.5％は，
海外の腫瘍発生率（0.96～4.82％）に関する報告［12］
と比べても大きな差はなかった．また，北東部イタリア
での伴侶動物の腫瘍発生率の報告［13］では，悪性腫
瘍の発生率は純粋種で雑種のほぼ 2倍高い発生率である
との報告があるが，本調査では，プードル，チワワ，ポ
メラニアン，柴犬，雑種では相対的な腫瘍発生率が低く，
ダックスフンド，シー・ズー，シュナウザー，パグ及び
中型犬（柴犬を除く）と大型犬では相対的な腫瘍発生率
が高い結果となった．大型犬の老化の兆候は成長段階か
ら現れ，生涯の後期で特定のがんを含む疾患のリスクが
増すことが明らかにされており［14］，本調査において
もそれらの報告と同様の傾向が認められた．哺乳類全体
の通説として体格の大きい種は長寿であることが知られ
ているが，同一種内の小さい個体は一般により大きな個
体より長生きし，また大型犬は小型犬に比べると加齢が
速く進むため比較的早期に死亡するとの報告［15, 16］
もあり，体格ごとの腫瘍発生率や腫瘍発生部位の比較に
加え，犬種ごとの平均寿命との関係も今後検討していく
価値があると思われた．
犬腫瘍登録制度を開始し，腫瘍発生率などの分析を
行ったことにより，いくつかの課題や問題点も明らかに
なった．1つ目は，基礎データとなる家庭犬の正確な情
報がないことである．各市町村での犬の登録率は 100％
ではないため，動物病院を含むペット関連施設が協力を
して家庭犬の自治体への登録の推進を図る努力が必要で
ある．2つ目に各市町村で保管されている家庭犬データ
から，各個体の詳細な情報を得にくいことがあり，そ
れを効率よく得るためのシステムを今後確立する必要も
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SUMMARY

We conducted the following analysis to understand the epidemiologic features of domestic dogs, histological-
ly diagnosed tumors, and the crude incidence of tumors in Gifu prefecture, between April 2013 and March 
2014.  Among the tumor repor ts of 33.6% of animal hospitals in Gifu prefecture, we analyzed 731 diagnostic 
cases.  We adjusted the number of domestic dogs and tumor cases by the response rate to the questionnaire, 
and then calculated the crude incidence of tumors and the crude incidence of malignant tumors.  The crude 
incidence of tumors was 1.5% and the crude incidence of malignant tumors was 0.6%.  In addition, the crude 
incidence of tumors (crude incidence of malignant tumors) was significantly (P＜0.05) higher in Dachshunds at 
2.6% (1.3%), Shih Tzus at 2.4%, Schnauzers at 2.5% (1.4%), Pugs at 3.8% (1.9%), Welsh corgis at 3.3% (2.2%), Bea-
gles at 2.2% (1.4%), French bulldogs at 3.2% (1.3%), Shetland sheepdogs at 3.2%, Labrador retrievers at 3.2% 
(2.5%), Golden retrievers at 2.7% (2.2%) and Bernese mountain dogs at 8.2% (7.1%) than in all breeds.  In con-
trast, the crude incidence of tumors (crude incidence of malignant tumors) was significantly (P＜0.05) lower in 
Poodles at 1.1% (0.3%), Chihuahuas at 0.5% (0.3%), Pomeranians at 0.9%, Shibas at 0.7% (0.3%) and Mixed breeds 
at 1.0% (0.6%) than in all breeds.
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